
第第8686号号
鳥取県八頭町議会鳥取県八頭町議会
令和８年８月発行令和８年８月発行

■ ６月定例会・・・・・・・・・・・・・・2～ 5
■ �新町長、新副町長、新教育長 
インタビュー・ ・・・・・・・・・・・・・・3

■ ５月臨時会・・・・・・・・・・・・・・・・・6

■ �議員定数・報酬アンケート結果・８～ 9
■ 委員会の活動報告・・・・・・・・・・・13
■ 郡家西小学校議会視察・ ・・・・・・・14
■ 一般質問ダイジェスト・ ・・・16～ 23

右の QR コードから「議会だより」が見られます。

「ヤマメをとるぞー」「ヤマメをとるぞー」
3年ぶりに開催された姫路公園まつり3年ぶりに開催された姫路公園まつり

注 目 の 記 事



23 八頭町議会だより八頭町議会だより　第86号 令和8年8月　第86号 令和8年8月

陳情の審査
受理年月日及び

受理番号 件　　名 陳　情　者 審査の結果 理　　由

令和 8 年 4 月 23 日 
陳情第４号

農家・生産者へ
の所得補償制度
の法制化を求め
る陳情書 

全日本農民組合 
鳥取県連合会
会長　鎌

かま
谷
たに

　 一
かず

也
や

不採択
　将来世代の負担増を招くこ
とが懸念され、物価高に苦し
む他産業との公平性に問題が
あると考えるため。

令和８年４月 30 日
陳情第５号

衆議院議員の定
数削減に反対す
る意見書の提出
を求める陳情

平和・民主主義・豊か
な暮らしをめざす鳥取
県の会（鳥取県革新懇）
代表世話人　村

むら
上
かみ

　俊
とし

夫
お

不採択
　陳情における意見書は、４
月に提出されたものであり、
現在の国の状況にそぐわない
ため。

令和８年５月 14 日
陳情第６号

女性差別撤廃条
約選択議定書の
速やかな批准を
求める意見書の
提出を求める陳
情

新日本婦人の会
鳥取県本部

会長　岡
おか

本
もと

　裕
ひろ

子
こ

不採択
　批准した場合、日本の司法
制度や法律との整合性を図る
ことが困難であるため。

６月
定例会

　６月定例会を 12日から 19日までの８日間の会期
で開催しました。報告５件と規約の変更等３件、条例
の一部改正5件、人事案件3件、補正予算2件を含む
13 議案が提出され、全て原案どおり可決し、陳情 3
件は不採択としました。

八頭町と鳥取県の間における予防接種健康被害調査委員
会に係る事務の委託に関する規約を定める協議について

議案
第70号

　予防接種法第15条に規定する定期の予防接種等を受けた者
に生じた健康被害の救済措置に係る手続の適正かつ円滑な処理
に資するため、予防接種健康被害調査委員会に係る事務の委託
に関する規約を定める協議を鳥取県と行おうとするもの。

八頭町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正について 

議案
第72号

　「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法
律」が改正され、市街地など人の生活圏にクマやイノシ
シが出没した際、市町村長の判断で迅速に銃器を使用し
た捕獲、駆除が行える緊急銃猟制度を創設。この改正に
伴い、鳥獣被害対策実施隊員報酬に緊急銃猟実施隊員の
報酬を定めるため、所要の改正を行うもの。



新体制がスタート !
八頭町の未来を担うリーダーからのメッセージ

　このたび、６月１日付で教育長という重責を担わせていただく
こととなりました。新たなスタートを切った矢部町政のもとで、
議員の皆様方とともに切磋琢磨しながら、将来の八頭町を担う人
材の育成、そして教育の発展に尽力していく所存です。
　合併20年の節目を過ぎ、社会情勢の変化とともに八頭町を取
り巻く環境も大きく変化してきました。様々な教育課題もある中、
これまで支えていただいた多くの方々とのご縁と自らの経験を糧
に、難局を乗り越えていきたいと考えております。
�　町民の皆様方のご理解とご協力をお願い申し上げ、就任のごあ
いさつとさせていただきます。

（6 月 1 日就任）野田 大
ひろ

和
かず

 教育長

　副町長となりました村上敦志です。どうぞよろしくお願いいた
します。
　副町長として、矢部町長が掲げる「20年後も豊かに暮らせる
町づくり」の実現に向けて、全力で町長を支えてまいりたいと思
います。地域が元気になり、そこで暮らす皆様が元気になる。愛
着あるふるさと八頭町がさらに元気になっていく姿を、皆様とと
もに追い求めていきたいと思います。
　また、町長、職員が一体となり、住民の皆様、そして議会の皆
様の理解と協力を得ながら、町政が前に進むよう、副町長の職責
をしっかりと果たしてまいりたいと思います。

（7 月 1 日就任）村上 敦
あつ

志
し

 副町長

矢部 啓
けい

祐
すけ

 町長

　この度の選挙で大変重い負託をいただき、身の引き締まる思い
です。吉田前町長が築かれた町政への想いを引き継ぎ、責任を持っ
て町の未来を拓いてまいります。
　私は、「20年後も豊かに暮らせる町」を目指し、①人口減少に
歯止めをかける②地域ケア体制の強化③地域内経済の向上を重
点施策に掲げました。これらを実現し町民福祉を増進するために
は、私と議会が車の両輪となり、共に知恵を絞って歩んでいくこ
とが不可欠です。議会と議論を重ね、固い絆で連携しながら、「オー
ル八頭」で未来をつくってまいりますので、ご理解とご協力をお
願いいたします。

（5 月 18 日就任）

23 八頭町議会だより八頭町議会だより　第86号 令和8年8月　第86号 令和8年8月



姫路公園管理運営費　	 109万円

農業農村整備事業　	 8,500万円

八東小学校体育館落下物防護ネット設置事業　	 330万円

森林環境整備事業　	 2,008万円
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補正予算の主な事業補正予算の主な事業

質疑
答弁

　津ノ井用水地区水路改修事業の実施に係る関係経費
を補正するもの。

関係自治体の負担割合の協議はどうなっているのか。

鳥取市の関係者とも協議している。来春の本格的な水路利用をめざす。

福祉施設管理費　	 2,552万円

　中私都地区福祉施設の厨房等を改修するもの。

　林道栃木谷線（新興寺）の維持補修事業等を実施す
るもの。

• P８_事業番号315_森林環境整備事業 林道維持補修事業について

1

○林道栃木谷線（新興寺） 18,602千円

林道上に発生した崩土の撤去

令和８年初 法面の崩落を確認

令和８年４月下旬 追加の崩土発生

R8.1.5

R8.5.20

予算決算常任委員会＿追加資料 令岩８年第５回⼋頭町議会定例会
産業観光課

八頭町デジタルポイント利用促進事業　	990万円

　7月末までにアプリ登録された方を対象に1,000ポイントを付与
するもの。

1

この画像は表示できません。

⼋頭町デジタルポイント（やずＰ）とは ※8⽉2⽇（やずの⽇）に運⽤開始予定

【やずＰの主な特徴】
・利⽤店舗は⼋頭町内のやずＰ加盟店のみ。携帯アプリ及び専⽤カードで利⽤可能。
・お買い物額の0.5％を利⽤者に還元。
・お買い物時だけでなく、⼋頭町から各種ポイント付与も⼀括で実施可能。

⼋頭町の地域内でポイントが循環する仕組みを構築。
今後、⼋頭町から住⺠に向けた各種ポイント付与等

の取り組みも可能となる

携帯アプリのイメージ 専⽤カードのイメージ

　体育館からプールへの落下物を防護するネットを設
置するもの。

　工作棟屋根、安徳の館雨樋、管理棟屋根等を修繕す
るもの。
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　八頭町では町が資本金・基本金等を４分の１以上出資している法人は経営状況
を議会に報告することが条例で定めていることから、6月議会で各団体からの決
算報告がありました。

公社団体等の経営状況報告

一般財団法人八頭町農業公社
　農地の有効活用と地域農業の維持・発展を目的に、農
地利用の集積や農作業の受託業務を中心に事業を展開
しました。令和７年度は、153.1ha の農地中間管理事
業を行い、担い手への農地集積を進めました。農作業
の受委託業務として耕耘・代かき・田植え・稲刈りで
21.2ha、畦塗りで 1,171 ｍ、牛糞堆肥散布で 5.8ha
を実施し、農業経営の効率化を支援しました。当期純利
益は約44万円となりました。

八頭町2,000万円出資（100％）
報　告
第４号

報　告
第５号

研修の様子

■今後の方針
　今後も農地中間管理事業の活用により受託面積の拡大を図るとともに、令和７年度
に改定した「第３次八頭町農業ビジョン」に基づき、地域農業の持続的な発展に向け
た取り組みを推進してまいります。

八東地域振興株式会社
　フルーツ観光園事業では、SNSを活用した情報発信
により観光誘客を推進しました。地元農産物や加工品
の販売を行い、地域事業者と連携した商品展開を進め
ました。その結果、店舗のレジ通過客数、売上ともに
前年を上回り、９月には単月売上約 1,300 万円を達成
しました。また、「はっとう冬花火」などのイベント開
催の支援、若桜鉄道関連イベントへの協力を通じて、
交流人口の拡大と地域のPRに取り組みました。経営
状況は総売上高、前年比約110％の 5,154 万円となり
ました。また、当期純利益は約7万円となりました。

八頭町1,000万円出資（62.5％）

道の駅はっとう

■今後の方針
　今後も「フルーツのまち八頭町」の地域振興拠点として、情報発信体制の強化を図
るとともに、地域関係団体と連携しながら、観光振興および地域経済の活性化に取り
組んでまいります。

八頭町が
出資する
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第３回臨時会　５月１日
議案第 57 号

議案第 63 号

　令和８年３月31日付で、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令な
どが改正されました。 軽自動車税における、自動車購入者が負担する環境性能割の
廃止や、令和６年能登半島地震に係る特例措置の延長などの法改正が行われました。
これらの改正等に合わせて、条例の一部を改正するもの。

経過説明
　八頭町議会は、船岡地内に買い物施設を
設置するよう求めた請願書を令和6年3月
定例会で採択している。買い物施設として
利用することが困難なことから若者向け住
宅を整備しようとするもの。

専決処分の承認を求めることについて
（八頭町税条例の一部改正）

一般会計補正予算
旧トスクふなおか店跡地購入経費 3,648万円

※ �JAが更地にしたものを若者向けの町営
住宅として活用できるようにするもの。

　面積2,722.18㎡（1㎡あたり単価13,400円）

第４回臨時会　５月 29 日
議案第 65 号 八頭町国民健康保険税条例の一部改正

　本年度は従来の医療分・後期高齢者支援金分・介護納付金分は一人あたりの平
均保険税額を前年度程度にとどめ、子ども・子育て支援納付金分を追加とするた
め所要の改正を行うもの。

◎子ども・子育て支援金とは
　少子化対策の財源を確保するため、児童手当
や保育サービスの充実に充てることを目的に、
2026年４月から導入された制度です。
　国民健康保険、健康保険、後期高齢者医療
制度に加入する人が、医療保険料に上乗せして
広く負担し、子どもの有無にかかわらず社会全
体で子育てを支える仕組みとなっています。
　児童手当の増額、育休給付の充実、保育サー
ビスの拡充（誰でも通園制度）などに使われま
す。 郡家ドーム横の子ども広場
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新しい議員の紹介

新しい委員会体制になりました

　20年後も皆が豊かに暮らせる町づくりに
尽くします。補欠選挙で当選した責任の重
さを胸に個人飲食店の経営や商工会での経
験を活かし、駅前の活性化とにぎわいのあ
るコミュニティ創出を目指したいと思って
います。「食」や「商業」を通じて人の集ま
る和やかな空間を作り、町を元気にしたい。
いつでも声をかけていただき、皆様の声を
迅速に町政へ届ける「町民目線」を徹底し、
誠心誠意取り組みたいと思っています。

　大好きなこの八頭町に暮らす皆様とともに
笑顔であり続けるため全力で走る決意です！
　地域の皆様の「こうしたいな」、「こうだっ
たらいいな」という声にしっかりと耳を傾け
てひとつひとつカタチにしていきます。子ど
もからお年寄りまで誰もが安心して暮らせる
ぬくもりのある八頭町を一緒に創っていきま
しょう。いつも皆様の「理解者であり、親し
みやすく傍らに寄り添う。」そんな存在とし
てまっすぐ頑張ります！

● 議会運営委員会
委 員 長　奥田のぶよ
副委員長　岡嶋　正広
委　　員　川西　　聡
委　　員　森　亜紀子
委　　員　田中　俊光
委　　員　山根張太郎

● 議会広報委員会
委 員 長　田中　俊光
副委員長　奥田のぶよ
委　　員　森　亜紀子
委　　員　上野　典子
委　　員　岡嶋　正広
委　　員　瀬村　　巧
委　　員　灘口　茂郎

● 総務教育常任委員会
委 員 長　川西　　聡
副委員長　田中　俊光
委　　員　小原　徹也
委　　員　奥田のぶよ
委　　員　髙橋信一郎
委　　員　瀬村　　巧
委　　員　川西美恵子

● 議会報告委員会
委 員 長　山根張太郎
副委員長　中原　幸恵
委　　員　小原　徹也
委　　員　谷本　正敏
委　　員　髙橋信一郎
委　　員　川西　　聡

● 産業福祉常任委員会
委 員 長　森　亜紀子
副委員長　山根張太郎
委　　員　上野　典子
委　　員　谷本　正敏
委　　員　岡嶋　正広
委　　員　中原　幸恵
委　　員　灘口　茂郎

● 予算決算常任委員会
委 員 長　岡嶋　正広
副委員長　奥田のぶよ
委　　員　全議員

● 議会 DX 委員会
委 員 長　奥田のぶよ
副委員長　灘口　茂郎
委　　員　森　亜紀子
委　　員　中原　幸恵

※波線は代わられた議員



〜 議員定数・報酬のあり方を検討するために 〜〜 議員定数・報酬のあり方を検討するために 〜

 町民の皆さまからの主な声

　議員定数・報酬調査特別委員会では、より開かれた議会運営と町民に信頼される議会づくり
のため、令和８年５月にアンケート調査を実施しました（回答総数276人）。多くのご協力に厚
くお礼申し上げます。調査結果の概要をご報告いたします。 

町民アンケート結果報告議会だより
特 集

　◎少数精鋭による質の向上を求める声
　　❶�定数を削減し、その分削減した人件費を報酬に回してでも、専業として活動に集

中できる生活可能な報酬を確保すべき。
　　❷優秀な若手や民間人材を呼び込むためにも必要だ。 

　◎活動状況の見えづらさへの不満と厳しい指摘
　　�❶普段何をしているのか分からない。
　　�❷�一般質問をしない議員はいかがなものか、活動報告の徹底を求める。
　　❸出席率・成果に応じた報酬変動制の導入を求める。 

　◎政策提案能力の強化への期待
　　�❶�行政のチェックや批判だけでなく、議員発議による条例制定や、町民の声を反映

した具体的な政策立案・提案を行うべきだ。

　◎若い世代や優秀な人材が立候補しやすい環境づくりを求める声
　　❶現在の報酬では若い世代が生活しながら議員活動を続けることが難しい。
　　❷�優秀な人材を確保するためには一定水準の報酬が必要だ。
　　❸�議員定数の見直しとあわせて、若い世代や現役世代が挑戦しやすい環境整備をす

る必要がある。

　◎町民との対話や情報発信の充実を求める声
　　❶議員と町民が気軽に意見交換できる場がほしい。
　　❷活動報告や議会情報をもっと発信してほしい。
　　❸�議会だよりやケーブルテレビに加え、懇談会や情報発信を充実させ、町民との距

離を縮める取り組みは必要。
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現状維持
がよい

111人 41%

増やした
方が良い
98人 36%

減額した 
方がよい

61人 23%

問5：議員報酬への意見

23万７千円
111人 42%

30万円
32人 12%

20万円
31人 12%

25万円
17人 6%28万円

8人 3%

24万円
7人 3%

35万円
2%

22万円
2%

26万円
2%

40万円
1% その他

39 
15%

問6：望ましい議員報酬額

削減した方 
がよい

215人 78%

現状維持がよい  
55人 20%

増員した方が良い
5人 2%

問3：議員定数への意見

定数10人
84人 31% 

定数12人
79人 29% 定数11人

16人 6% 定数８人
９人 3%

定数７人
2%

定数９人
2%

定数13人
1%

定数16人
1%

その他
69人 25% 

問4：望ましい議員数

男性
女性

172人
62%

97人
35%

7人
3%

問1：性別

70歳代
93人
34%

60歳代
71人
26%

50歳代
50人
18%

80歳以上
27人
10%

40歳代
24人
8%

30歳代
8人 3%

20歳未満
2人 1%

20歳代
1人 0%（0.4%） 問2：年齢層

回答しない 
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議案等議決結果議案等議決結果（第３・４回臨時会・第５回定例会）（第３・４回臨時会・第５回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結
　
　
果

件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

小
原
　
徹
也

上
野
　
典
子

田
中
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光

谷
本
　
正
敏

山
根
張
太
郎

岡
嶋
　
正
広

奥
田
の
ぶ
よ

髙
橋
信
一
郎

瀬
村
　
　
巧

中
原
　
幸
恵

川
西
　
　
聡

灘
口
　
茂
郎

第３回臨時会

57 専決処分の承認を求めること（八頭町税条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

58 専決処分の承認を求めること(八頭町営住宅条例の一部改正) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

59
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

（その１） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

60
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

（その２） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

61
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること

（その３） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

62 固定資産評価員の選任につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

63 令和８年度八頭町一般会計補正予算(第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第４回臨時会

64 教育長の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

65 八頭町国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第５回定例会

66 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

67 八頭町農業委員会委員の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

68 鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

69
鳥取市と八頭町との鳥取クレー射撃場の運営に関する事務の委
託に関する規約の変更に関する協議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 可決

70
八頭町と鳥取県の間における予防接種健康被害調査委員会に係
る事務の委託に関する規約を定める協議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

71 八頭町職員等の旅費に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

72
八頭町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

73
八頭町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

74
八頭町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 可決

75 八頭町集落公民館条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

76 令和８年度八頭町一般会計補正予算(第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決

77 令和８年度八頭町介護保険特別会計補正予算(第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

78 副町長の選任につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

陳情４ 農家・生産者への所得補償制度の法制化を求める陳情書 × × × 〇 〇 × 〇 × × × × 〇 × 不採択

陳情５ 衆議院議員の定数削減に反対する意見書の提出を求める陳情 × × × × 〇 × 〇 × × × × 〇 × 不採択

陳情６
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の
提出を求める陳情 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 × 不採択

1011 八頭町議会だより八頭町議会だより　第86号 令和8年8月　第86号 令和8年8月



右の QR コードから「各議員の詳しい出欠状況」が、ご覧いただけます。

令和8年度（4月1日～6月19日）議会活動の出欠日数一覧
【定例会・臨時会・研修会等】

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会　　議　　名
議
員
名

森
　
亜
紀
子

小
原
　
徹
也

上
野
　
典
子

田
中
　
俊
光

谷
本
　
正
敏

山
根
張
太
郎

岡
嶋
　
正
広

奥
田
の
ぶ
よ

髙
橋
信
一
郎

瀬
村
　
　
巧

中
原
　
幸
恵

川
西
　
　
聡

灘
口
　
茂
郎

川
西
美
恵
子

新人議員説明会（4/27） 出 1 1

鳥取県町村議会議長会新人議員研修会（5/14）（12/21  
米子市） 出 1 1

令和8年度山陰新幹線整備促進麒麟のまち6町議員連盟総
会（5/7） 出  1 1 　 1 　 1 1 1  1 1

令和8年度町村議会議長会議長・副議長研修会　（5/26,27
東京都） 出 2 2

山陰新幹線整備促進麒麟のまち6町議員連盟首相要望 出 1 1

第3回臨時会   （5/1）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 病

第4回臨時会   （5/29）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 病

第5回定例会,会期は8日間  （6/12 ～ 6/19）※本会議は4
日間 出 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

議会運営委員会（6回） 出 6 6 6 6 6 6 6 6

総務教育常任委員会（2回）
出 2 2 2 1 2 2 2

欠  病

産業福祉常任委員会（2回）
出 2 2 2 2 2 2 2

欠 遅①

予算決算常任委員会（1回） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

全員協議会（8回）
出 8 7 7 8 8 8 8 8 5 7 8 8 8 8

欠 欠 遅① 病③
早①

議会広報委員会（2回） 出 2 1 2 2 2 1 2

議会報告委員会（1回） 出 1 1 1 1 1 1 1

議会DX研修会（1回） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

委員長会議（1回） 出 1 1 1 1 1 1 1 1 1

議会活動（出席依頼等） 出 1 1 2 3 26

出席回数 回 28 17 21 28 18 27 27 29 12 21 21 28 34 54

欠席数 回 0 1 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0

議会活動合計 回 28 18 21 28 18 27 27 29 18 21 21 28 34 54

※出席率(出席回数/総数) ％ 100 94 100 100 100 100 100 100 67 100 100 100 100 100

病欠休暇回数 回 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0

早退回数 回 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

遅刻回数 回 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

※欠は私事による欠席、 早は私事による早退 　※病は診断書に基づく病欠休暇　※出席率は小数点1位を四捨五入しました。
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議会のうごき
令和８年
4月 1 日 議会広報委員会
4月 7 日 令和８年度山陰新幹線整備促進麒麟のまち６町議員連盟役員会	 （川西み議長・灘口副議長出席）
4月 8 日 全員協議会、委員長会議、議会運営委員会
4月 9 日 ふるさとYAZU事務所お披露目会 	 （川西み議長出席）
4月10日 令和８年度八頭中学校入学式	 （川西み議長・灘口副議長・川西聡委員長出席）
4月14日 八頭町老人クラブ連合会総会	 （川西み議長出席）
4月17日 東部町議会議長会定期総会	 （川西み議長出席）
4月22日 女性議員研修会企画検討会 	 （奥田議員出席）
4月26日 部落解放同盟郡家地区協議会定期総会	 （灘口副議長出席）

4月27日
新人議員説明会	 （上野議員・瀬村議員出席）
部落解放・人権政策確立要求実行委員会総会	 （川西み議長出席）

4月29日 ふなおか竹林まつり	 （川西み議長出席）
4月30日 議会運営委員会、全員協議会
5月 1 日 第３回八頭町議会臨時会
5月 7 日 令和８年度山陰新幹線整備促進麒麟のまち６町議員連盟総会
5月11日 鳥取県町村議会議長会監査会 鳥取県町村議会議長会役員会	 （川西み議長出席）

5月14日
令和８年度八頭町船岡地域慰霊祭	 （川西み議長出席）
鳥取県町村議会議長会新人議員研修会	 （上野議員・瀬村議員出席）

5月17日 2026年度第１回部落解放同盟八頭町協議会定期大会	 （川西み議長出席）
5月18日 令和８年度八頭町民生委員協議会総会	 （川西み議長出席）
5月19日 青森県むつみ市議会行政視察	 （川西み議長出席）

5月20日
令和８年度八頭町シルバー人材センター定時総会	 （川西み議長出席）
令和８年度八頭町人権教育推進協議会総会	 （川西み議長出席）

5月21日 産業福祉常任委員会　　八頭町商工会通常総会	 （川西み議長・森委員長出席）

5月22日
総務教育常任委員会、議会運営委員会、全員協議会
令和８年度物産観光やず通常総会	 （川西み議長出席）

5月26日 令和８年度町村議会議長・副議長研修会（東京都）	 （川西み議長・灘口副議長出席）

5月27日
鳥取県町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都）	 （川西み議長・灘口副議長出席）
山陰新幹線整備促進麒麟のまち６町議員連盟首相要望	 （川西み議長・灘口副議長出席）

5月28日
東部広域行政管理組合議会運営委員会	 （川西み議長出席）
令和８年度第１回区長会（郡家地域）	 （川西み議長出席）

5月29日
全員協議会　第４回八頭町議会臨時会　議会運営委員会
令和８年度第１回区長会（船岡地域）	 （川西み議長出席）

6月 1 日
令和８年度八頭更生保護監察協会幹事会総会	 （川西み議長出席）
令和８年度区長会（八東地域）	 （川西み議長出席）

6月 3 日
郡家地区防犯協議会総会	 （川西み議長出席）
令和８年度郡家警察署管内管内交通対策協議会連絡総会	 （川西み議長出席）

6月 4 日 東部広域行政管理組合議会臨時会	 （川西み議長・川西聡委員長出席）
6月 5 日 議会広報委員会　議会DX委員会　全員協議会　議会報告委員会

6月12日
第５回八頭町議会定例会（第１日目）　予算決算常任委員会
総務教育常任委員会　産業福祉常任委員会

6月14日 第 22回鳥取県東部地区消防ポンプ操法大会	 （川西み議長出席）
6月15日 第５回八頭町議会定例会（第２日目）
6月16日 第５回八頭町議会定例会（第３日目）
6月17日 全員協議会　議会運営委員会　全員協議会
6月19日 全員協議会　第５回八頭町議会定例会（第４日目）　議会運営委員会
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産業福祉常任委員会　視察報告
日にち 　5月 21日（木）

場　所 　池田ごみステーション・因幡環境整備株式会社

目　的 　�生ごみ回収及び液肥化・たい肥化の現状調査。

内　容 　�池田ごみステーションで生ごみの回収の状況を見学
し、担当課から町内の現状報告を受けた。その後因
幡環境整備株式会社で、液肥化・たい肥化の様子を
見学し、液肥化事業等について説明を受けた。

食品リサイクルの意義
・� �食品リサイクルは単なるごみ処理ではな
く、農業振興・環境保全・地域教育・地
域経済の循環を同時に実現する総合的な
取り組みである。

農業の省力化と地域人材の活用
・� �玉ねぎの定植や収穫などで機械化が進め
られている。

・� �高齢者をパートとして雇用する仕組みも
整備されており、中山間地域の農業継続
に役立っている。

・� �本町の農業政策にも参考になる事例であ
る。

因幡環境整備の循環型システム
・� �市町の補助金を活用して施設運営や肥料
製造を実施。

・� �年間約700トンの液肥を生産・取り扱う
規模を持つ。

・� �生ごみ回収から肥料化、農産物の生産・
販売・広報までを一体的に行う循環型社
会のモデルとなっている。

ごみを資源へ

所　　感

池田ごみステーション

事業拡大への期待
・� �実施集落の拡大や積極的な情報発信を進
めることで、「生ごみ再利用サイクルシス
テム」を全国に広げ、事業の発展と社会
貢献につなげてほしい。

オーガニック農業への可能性
・� �液肥や堆肥の活用によって農薬や化学肥
料に依存しない農業が実現できれば、本
町のオーガニックビレッジ宣言の推進に
もつながると感じた。

普及拡大に向けた課題
・� �船岡地域では約20年前から取り組まれて
いるが、利用は減少傾向にある。

・� �家庭の生ごみ回収率は約16％と低く、食
品循環資源の活用拡大が必要である。

・� �リンピアいなばの継続性の問題も考えな
がら進めていく必要がある。
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1415 八頭町議会だより八頭町議会だより　第86号 令和8年8月　第86号 令和8年8月

　ふるさとキャリア教育の一環として、郡家西小学校の
6年生の皆さんが、議会視察に来てくださいました。ま
ちづくりにも関わっていただくことで、地域を元気にす
る原動力になっていただけることは、大変ありがたいこ
とだと考えます。
　６年後には、選挙権を持つことにもなりますので、主
権者教育としても大変有意義な機会となったと考えま
す。次世代を担う子どもたちの活躍が期待されます。

郡家西小学校６年生 53人が議会視察�

・�議員選挙は基本的に４年ご
とに実施します。

・�議員の人数は人口規模など
を考慮し議会で決定します。

・�議員は町民の皆さんの声を行政(町長)に届ける役目がありま
す。

・�町長から提案された事業を最終的に決定する役目があります。
　�議会の決定がなければ、町長は事業を遂行することができま
せん。

・�新しい政策・条例を提案するのも議会の役割です。
・�町の予算がきちんと使われているかチェックをします。
・町内の団体等との意見交換会をします。

①�議員の人数と選挙に
　ついては ? ②議会の仕事は ?　

・�定例会は3月、6月、9月、12月、年4回あり、
条例、予算の審議の他、議員による一般質問
が実施されます。

・�臨時会は特定の議案を審議するために、必要
があるときに開きます。

・�会議の回数・・・年間200回
　定例会(年間44回)、臨時会(年間5回)
　全員協議会(年間26回)、常任委員会(年間45回)、
　各種委員会(年間63日)、その他(年間17回)

③話し合いの方法は ?会議の回数は ?

・令和８年度予算は185億7,473万円
・�一般会計は自治体の基本的な行政サービス全
般の会計

・�特別会計は国民健康保険や介護保険、上下水
道事業など受益者負担の原則が適用される事
業会計

・自主財源は八頭町独自で徴収できるお金
　(町税・使用料・手数料、寄付金など)
・�依存財源は国・県からもらう交付税や補助金
など。

　�(事業によって、国、県、町の出す割合は違い、
法律で決まっています。)

・ケーブルテレビ整備事業� 1億4,617万円
・若桜鉄道対策費� 2億2,943万円
・保育所運営費� 3億8,895万円
・ごみ処理費� 2億3,500万円
・農業農村整備事業� 2億622万円
・商工振興費� 4,487万円
・消防署などの運営費� 2億9,998万円
・小学校管理費� 1億4,256万円
・スクールバス運営費� 7,900万円
・小学校コンピューター費� 1,816万円
・給食センター運営費� 1億4,856万円
・コミュニティセンター整備事業� 3億8,700万円

⑤令和8年度の主な事業は ?④予算・財政は ?
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ここが聞きたい
一　般　質　問

９人が
一般質問
しました。

QRコードを読み
込むと、YouTube
動画でご視聴いた
だけます

　議員が行政全般にわたり、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対
する方針などについて質問することをいいます。
　議員 1 人当たりの質問時間は 30 分（執行部側の答弁は時間に含まれません）です。
　議会だよりに掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正したも
のです。
　議事録は、議会ホームページのほか、議会事務局、各庁舎、図書館でもご覧いただ
けます。

一般質問とは

質 問 者 質　問　事　項 頁

奥田のぶよ
本町の子育て支援

16
食育推進計画

岡嶋　正広 今後のまちづくりに向けて 17

灘口　茂郎 かわはら八頭フルーツラインを活かした地域振興 18

髙橋信一郎
矢部町長の選挙公約 広報原稿

未提出歴史遺産の保守手段

小原　徹也 補助事業としての産業振興 19

森　亜紀子 人権施策 20

川西　　聡
平和教育の基本的な認識及び施策

21
DV( ドメスティックバイオレンス）への対応策

田中　俊光
地球温暖化対策

22
郡家駅周辺の再開発

中原　幸恵 障がい者福祉の充実 23

矢部町長 川西議長 野田教育長
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質
問

①
出
生
数
減
少
の
要
因
の
分
析
、
若
者

の
流
出
や
未
婚
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
本
町
に
合
っ
た
施
策
を
検
討
し

て
は
。

②
本
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
子
育
て
支

援
施
策
の
評
価
と
、
今
後
の
方
向
性
は
。

重
点
的
に
強
化
す
べ
き
施
策
は
。

③
本
町
の
小
児
科
医
療
は
、
鳥
取
市
と

の
連
携
が
重
要
だ
が
、
受
診
環
境
の
面

で
課
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　
　

そ
こ
で
、
現
行
の
連
携
体
制
の
評
価
は
。

　

ま
た
、
課
題
や
今
後
の
改
善
点
は
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
客
観
的
デ
ー
タ
や
統
計
な
ど
合
理
的

根
拠
に
基
づ
い
て
政
策
を
立
案
す
る
こ

と
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

様
々
な
可
能
性
の
中
で
デ
ー
タ
に
基
づ

き
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

②
本
町
独
自
の
特
別
利
用
保
育
や
、
第

2
子
以
降
保
育
料
の
無
償
化
、
保
育
所

の
給
食
費
無
償
化
等
、
様
々
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。　

　

20
年
後
の
保
育
環
境
を
想
像
し
、
園

児
の
減
少
も
考
慮
し
複
合
施
設
の
検
討

や
、
ス
マ
ー
ト
保
育
等
を
考
え
た
い
。

　

重
点
的
に
強
化
す
る
こ
と
は
保
育
士

の
確
保
と
全
天
候
型
の
遊
び
場
を
考
え

て
い
き
た
い
。

③
広
域
的
な
連
携
体
制
は
有
効
に
機
能

し
て
い
る
が
、
東
部
で
は
医
師
不
足
と

な
っ
て
い
る
。

　

県
の
医
師
確
保
の
制
度
の
活
用
と
周

知
を
地
元
出
身
者
に
行
い
た
い
。

子育て支援

重
点
的
に
強
化
す
べ
き

施
策
は

町
長
／�

保
育
士
の
確
保
と�

全
天
候
型
の
遊
び
場
を
考
え
た
い

奥田 のぶよ 議員

織
し
計
画
策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

６
月
の
食
育
月
間
を
活
か
し
な
が
ら

農
業
の
部
分
と
強
く
連
携
し
て
何
か
事

業
等
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

民
間
の
現
場
で
も
田
植
体
験
を
し
て

い
る
。
行
政
と
し
て
は
後
押
し
す
る
支

援
の
仕
方
の
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。

団
体
等
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
相
談

を
ま
ず
は
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

高
齢
者
の
孤
食
、
休
み
の
日
の
子
ど

も
の
孤
食
な
ど
の
解
決
と
し
て
「
子
ど

も
食
堂
」
の
名
前
を
「
地
域
食
堂
」
に

し
て
は
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

制
限
が
な
い
か
、
現
場
を
調
査
研
究

し
、
取
組
が
可
能
な
ら
前
向
き
に
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問

　

今
年
度
が
第
３
次
食
育
推
進
計
画
の

最
終
年
度
と
な
り
、
新
た
な
計
画
の
策

定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
の
食
育
推
進
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

次
期
計
画
は
、
国
・
県
の
食
育
推
進

計
画
を
踏
襲
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
計

画
で
進
め
て
き
た
。
本
町
で
地
産
地
消

や
健
康
づ
く
り
の
取
組
を
継
承
し
、
多

様
化
す
る
食
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
な
視
点
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

居
場
所
づ
く
り
の
拠
点
と
も
な
る
「
こ

ど
も
食
堂
」
へ
の
支
援
や
連
携
の
在
り

方
、
さ
ら
に
は
、
近
年
頻
発
し
て
い
る

自
然
災
害
に
備
え
る
「
災
害
時
の
食
」

と
い
っ
た
よ
う
な
、
新
時
代
に
求
め
ら

れ
る
視
点
も
盛
り
込
む
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

　

７
月
か
ら
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
「
策
定
委
員
会
」
並
び
に
「
役

場
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
組

食育推進計画

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

町
長
／�

新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
視
点
も�

盛
り
込
む
方
向
だ

子育て支援センター事業（ベビーマッサージ）
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質
問

　

町
民
と
の
約
束
と
し
て
選
挙
時
に
示

さ
れ
た
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
問
う
。

①
人
口
減
少
歯
止
め
施
策
は
。

②
地
域
ケ
ア
の
体
制
強
化
施
策
は
。

③
地
域
内
経
済
の
向
上
施
策
は
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
若
い
方
や
子
育
て
世
代
の
住
居
の
確

保
と
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
ず
は
子
育
て
世
代
向
け
住
宅
を
整

備
し
、
25
年
間
継
続
し
て
居
住
し
た
場

合
は
一
定
条
件
の
下
で
住
宅
を
無
償
譲

渡
す
る
仕
組
を
つ
く
り
た
い
。

　

そ
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み

を
強
化
し
た
い
。
ま
た
町
独
自
の
婚
活

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
保
育
環

境
の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
保
育
士
の

確
保
に
努
め
た
い
。

　

一
時
預
か
り
等
の
産
後
ケ
ア
事
業
、
全

天
候
型
の
遊
び
場
も
考
え
た
い
。

②
町
内
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
若
桜

鉄
道
、
日
交
路
線
バ
ス
、
町
営
や
ず
バ
ス

が
あ
る
。
交
通
空
白
地
対
策
と
し
て
タ

ク
シ
ー
助
成
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
更
に
高
齢
者
や
免
許
返
納
者
が

気
軽
に
通
院
や
買
い
物
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
が
必
要
だ
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
協
議
、
地
域
の
団

体
等
と
も
話
し
合
い
を
行
な
い
な
が
ら

公
共
交
通
を
補
完
す
る
生
活
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

　

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
立
地
適
正
化

計
画
の
中
で
地
域
毎
に
拠
点
を
つ
く
り
、

そ
こ
を
中
心
に
買
い
物
支
援
に
つ
な
が
る

施
策
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
は

循
環
診
療
や
、
誘
致
も
含
め
て
安
定
的

運
営
体
制
を
確
立
し
た
い
。

③
若
い
世
代
に
定
住
し
て
い
た
だ
く
為

に
「
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．」
を
核
と
し
た
起
業
支

援
に
取
り
組
み
た
い
。

　

今
ま
で
の
起
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

に
加
え
、
商
工
会
と
地
元
高
校
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
就
職
フ
ェ
ア
を
行
な
う
な
ど
地

元
企
業
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
い
。

選挙公約

人
口
減
少
歯
止
め
施
策
は

町
長
／�

切
れ
目
の
な
い�

支
援
が
重
要

岡嶋　正広 議員

老朽化が進む町役場本庁舎

質
問

　

本
町
の
か
か
え
る
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

①
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
。

②
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
。

③
本
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
令
和
７
年
３
月
策
定
の
第
２
次
八
頭

町
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
に
基
づ
き
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
計
画
を
踏
襲
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　

講
演
会
、
研
究
集
会
、
講
座
な
ど
学

び
の
場
を
設
け
、
研
修
・
啓
発
に
取
り

組
み
た
い
。
講
座
に
つ
い
て
は
１
コ
マ
私

の
ほ
う
で
も
ち
た
い
。

　

ま
た
各
集
落
な
ど
、
小
規
模
な
単
位

で
開
催
の
人
権
問
題
学
習
会
の
歩
み
を

止
め
な
い
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

②
令
和
８
年
３
月
策
定
の
第
３
次
八
頭

町
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
中
心
に
進
め
た
い
。

　

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
、
小
規
模
農
家
の
支
援
策
、
ま
た

果
樹
経
営
モ
デ
ル
へ
の
支
援
、
果
樹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
取
組
な
ど
本
町

の
特
徴
を
生
か
し
た
農
業
振
興
に
努
め

た
い
。

③
鳥
取
県
八
頭
事
務
所
の
位
置
で
の
整

備
に
向
け
、
引
き
続
き
県
と
で
き
得
る

調
整
を
行
な
い
建
設
を
進
め
た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
建
て
替
え
は
相
互

に
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
も
の
と
考

え
、
事
務
的
な
協
議
を
継
続
し
た
い
。

本
格
的
な
協
議
は
こ
れ
か
ら
と
な
る
。

質
問

　

本
庁
舎
建
設
に
向
け
て
今
後
の
協
議

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

大
体
大
ま
か
に
い
つ
頃
ま
で
に
そ
う
い

う
話
を
進
め
て
い
き
た
い
の
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

直
接
知
事
と
話
し
を
し
て
み
た
い
が
、

来
年
の
春
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ど
う
さ
れ
る
か
明
言
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
次
を
ど
う
さ
れ
る
か
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
直
接
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。
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フルーツラインから新因幡ラインへ人流を

質
問

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
の

連
動
に
よ
る
人
流
創
出

①
八
頭
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
の
認

証
制
度
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を

増
や
す
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
先
行

的
に
整
備
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

と
思
う
が
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
強
化
策

と
広
域
集
客
の
展
望
は

③
民
間
と
の
連
携
は
想
定
し
て
い
る
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
今
現
状
を
鑑
み
る
と
、
ま
ず
は
足
元

を
固
め
て
い
き
た
い
。

②
町
イ
ベ
ン
ト
の
出
店
や
県
外
イ
ベ
ン

ト
の
出
店
な
ど
を
通
し
、
八
頭
町
有

機
農
産
物
の
知
名
度
向
上
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信

や
、
私
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
発

信
、
有
機
農
業
者
自
身
に
よ
る
発
信
等

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

③
八
頭
町
有
機
農
業
実
施
計
画
を
作
成

す
る
に
当
た
り
、
町
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
八

立地適正化計画

三
拠
点
連
動
の
方
針
を
計
画
の

最
上
位
ビ
ジ
ョ
ン
に

町
長
／�

計
画
の
限
り
な
く
上
位
に�

置
き
な
が
ら
検
討
し
た
い

頭
町
農
業
公
社
、
農
業
者
、
事
業
者
、

消
費
者
が
一
体
と
な
っ
た
、
八
頭
町

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
有
機
農
業
実
施
計
画
の
実

践
に
向
け
て
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問

　

新
因
幡
ラ
イ
ン
へ
誘
導
す
る
観
光
・

文
化
・
交
流
拠
点
づ
く
り

①
豊
か
な
自
然
と
フ
ル
ー
ツ
の
里
八
頭

町
の
魅
力
を
、
新
因
幡
ラ
イ
ン
の
広
域

観
光
と
連
動
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

②
両
ラ
イ
ン
の
結
節
点
と
し
て
「
あ
ー

と
ふ
る
八
頭
」
を
位
置
づ
け
、
芸
術
文

化
を
核
と
し
た
、
交
流
人
口
拡
大
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

③
鳥
取
市
、
若
桜
町
と
の
広
域
連
携
に

よ
り
、
両
ラ
イ
ン
を
一
体
的
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
鳥
取
市
、
若
桜
町
と
い
っ
た
「
新
因

幡
ラ
イ
ン
」
だ
け
で
な
く
「
麒
麟
の
ま

ち
観
光
局
」
と
も
連
携
し
、
交
流
人
口 灘口　茂郎 議員

の
拡
大
、
さ
ら
に
は
国
内
だ
け
で
な
く

海
外
か
ら
の
誘
客
に
向
け
て
も
、
広
域

観
光
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

②
今
後
も
、
ア
ー
ト
を
切
り
口
と
し
た

事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、「
あ
ー
と

ふ
る
八
頭
」
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

町
民
各
々
が
交
流
し
、
文
化
芸
術
に
直

接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
活
動
を
広
げ

て
い
き
た
い
。

　
「
か
わ
は
ら
八
頭
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」

と
「
新
因
幡
ラ
イ
ン
」
の
結
節
点
と
い

う
立
地
を
生
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
Ｐ

Ｒ
と
交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
事
業

計
画
、
こ
れ
は
あ
ー
と
ふ
る
単
独
で
は

な
く
、
全
体
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

③
今
後
は
「
新
因
幡
ラ
イ
ン
」、「
か
わ

は
ら
八
頭
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」
の
総
合

的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
関
係

機
関
の
御
理
解
を
得
な
が
ら
実
施
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

郡
家
駅
周
辺
再
開
発
と
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
新
因
幡
ラ
イ
ン
の
連
動　

①
私
は
郡
家
駅
周
辺
の
再
開
発
、
船
岡

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
、
八
東
の

観
光
文
化
を
つ
な
ぐ
三
拠
点
連
動
型
の

都
市
構
造
を
成
長
戦
略
と
し
て
提
案
し

て
い
る
。
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、

こ
の
三
拠
点
連
動
の
方
針
を
単
な
る

検
討
項
目
と
せ
ず
、
計
画
の
最
上
位
ビ

ジ
ョ
ン
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
考
え
は

あ
る
か
。
広
域
連
携
を
本
町
の
活
力
へ

と
変
え
る
町
長
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
覚

悟
と
所
見
を
伺
う
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

私
は
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う

こ
と
で
、
各
拠
点
を
そ
の
地
域
に
つ
く

り
な
が
ら
、
そ
こ
の
可
能
性
を
最
大
限

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
共
感
す
る
部
分
も
あ
る
。
計
画
の

限
り
な
く
上
位
に
置
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

覚
悟
と
い
う
面
で
い
く
と
、
役
場
内

部
の
協
議
チ
ー
ム
に
私
も
ま
ず
は
入
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
そ
の
こ
と
が
、
覚
悟
の
一
つ
と
い

う
こ
と
で
示
し
て
お
き
た
い
。
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産業振興

ど
の
よ
う
な
支
援
が
急
務
か 

認
識
さ
れ
て
い
る
か

町
長
／�
声
を
拾
い
上
げ
る�

こ
と
か
ら
進
め
た
い

質
問

　
「
出
る
杭
を
伸
ば
す
」
事
業
に
つ
い
て

申
請
の
何
％
が
事
業
継
続
中
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

令
和
６
年
６
月
時
点
、
申
請
64
件
。

事
業
継
続
は
61
社
だ
。
過
去
5
年
間
で

平
均
し
て
95
％
の
企
業
が
事
業
継
続
を

さ
れ
て
い
る
。

質
問

　

本
町
で
、
長
く
事
業
を
さ
れ
て
い
る

法
人
・
個
人
事
業
者
に
対
し
支
援
さ
れ

て
い
る
が
事
業
継
続
し
て
い
く
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
。

　

八
頭
町
独
自
の
支
援
制
度
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

実
際
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
で
ど

う
い
う
状
況
か
承
知
し
て
い
な
い
。
声

を
拾
い
上
げ
る
こ
と
か
ら
進
め
た
い
。

質
問

　

例
と
し
て
「
出
た
杭
を
支
え
る
」
現

状
、
既
存
の
法
人
・
個
人
事
業
者
へ
の

支
援
は
、
補
助
ま
た
は
貸
付
だ
。

　

社
会
情
勢
と
経
済
状
況
の
中
で
ど
の

よ
う
な
支
援
が
急
務
と
認
識
さ
れ
て
い

る
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

町
が
支
援
す
る
の
は
、
事
業
継
続
期

間
の
長
さ
で
は
な
く
、
事
業
内
容
が
町

の
行
政
施
策
の
方
向
性
に
合
致
し
て
い

る
か
、
こ
ち
ら
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

町
長
選
挙
で
は
、両
陣
営
と
も
に
「
人

口
増
に
つ
な
げ
る
公
約
」
を
掲
げ
て
い

た
。

　

私
は
、
働
く
場
の
な
い
町
に
人
口
増

は
な
い
と
考
え
る
。

　

首
都
圏
を
見
て
も
、
過
去
の
よ
う
な

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
は
難
し
い
状
況
で
、
人

口
減
少
の
中
で
近
隣
自
治
体
に
就
職

し
、
本
町
に
家
を
建
て
る
概
念
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

町
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
国
か
ら
ど
の

よ
う
な
支
援
が
打
ち
出
さ
れ
、
支
援
を

受
け
た
法
人
・
個
人
事
業
者
が
ど
う
い

う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
か
。

　

現
状
を
ど
う
分
析
し
、
認
識
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

地
域
の
活
性
化
・
企
業
の
成
長
に
は
、

何
よ
り
も
人
材
が
必
要
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
銀
行
か
ら
金
利
を
融

通
さ
れ
た
中
で
借
り
、
事
業
を
継
続
し

て
い
た
。

　

そ
れ
が
今
、
返
済
に
追
わ
れ
て
い
る

現
状
も
認
識
し
て
い
る
。

　

ナ
フ
サ
の
供
給
不
足
で
、
受
注
は
あ

る
が
施
工
で
き
ず
売
り
上
げ
が
な
い
。

そ
の
た
め
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
と
、

声
も
聴
い
て
い
る
。

質
問

　

経
済
状
況
を
鑑
み
て
、
法
人
・
個
人

事
業
者
へ
本
町
独
自
の
「
支
援
制
度
」

を
作
る
中
で
、「
予
算
確
保
」
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　

予
算
確
保
の
中
で
町
長
は
「
金
の
な

る
木
」
と
い
う
も
の
を
考
え
た
事
は
あ

る
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

経
済
状
況
に
お
い
て
影
響
が
大
き
い

小原　徹也 議員

と
想
定
さ
れ
る
事
業
者
を
対
象
に
各
種

制
度
設
計
す
る
際
に
は
、
事
業
者
の
声

を
聞
く
。

　

私
は
「
金
の
な
る
木
」
と
い
う
も
の

を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
探
す
旅
は
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

国
や
県
の
交
付
金
が
あ
る
が
、
こ
う

い
う
こ
と
を
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
い

う
制
度
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

探
し
て
い
き
た
い
。
国
や
県
と
の
連
携

を
深
め
て
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
た
い
。

八頭町商工会
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質
問

　

新
町
政
が
目
指
す
「
つ
な
が
り
合
う

ま
ち
」
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

問
う
。

①
八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
会

長
と
し
て
の
所
信
は
。

②
部
落
差
別
撤
廃
及
び
人
権
擁
護
に
関

す
る
条
例
は
指
導
及
び
助
言
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
誰
が
行
う
の
か
。

③
新
体
制
の
本
町
で
、
教
育
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。
教
育
長
の
所
信
は
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
の

専
門
的
な
相
談
や
支
援
体
制
の
現
状
を

伺
う
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
本
年
が
人
権
三
法
の
部
落
差
別
解
消

推
進
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
の
施
行
か
ら
10
年

の
節
目
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
八
頭
町
人

権
教
育
推
進
協
議
会
の
目
的
で
あ
る
、

全
町
民
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
正
し
い

人権施策

差
別
解
消
に
向
け
た
所
信
は

町
長
／�

幸
せ
を
実
感
で
き
る�

社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
い

知
識
を
広
げ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
完
全

解
消
を
図
る
た
め
、
取
組
を
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
人
権
問
題
講
座
の
１
コ
マ
を

私
で
話
が
で
き
な
い
か
調
整
を
し
て
い

る
。

　

今
後
も
誰
も
が
地
域
の
一
員
と
し
て

支
え
合
い
、
つ
な
が
る
こ
と
で
心
身
と

も
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
い
。

②
行
政
事
務
の
執
行
は
担
当
課
が
行
う

が
、
基
本
的
に
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て

の
権
限
や
責
任
を
有
す
る
町
長
が
、
指

導
・
助
言
を
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。

④
本
町
で
は
現
在
、
人
権
推
進
課
を
中

心
に
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
県
の

相
談
窓
口
へ
繋
ぐ
相
談
受
付
の
体
制
を

取
っ
て
い
る
。

　

被
害
に
悩
ま
れ
る
町
民
の
皆
さ
ま
が

適
切
な
解
決
策
へ
た
ど
り
着
け
る
よ
う

専
門
機
関
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
橋
渡
し
、

相
談
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

森　亜紀子 議員

多くの方々と共に学んだ　まちづくり講演会（6/28）

答
弁　

野
田
教
育
長

③
学
習
指
導
要
領
の
前
文
に
「
一
人
ひ

と
り
の
児
童
生
徒
が
自
分
の
よ
さ
や
可

能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
他
者
を
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重

し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら

様
々
な
社
会
の
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊

か
な
人
生
を
切
り
開
き
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
」
と
あ
る
。
人
権
尊
重
の

視
点
に
立
っ
た
教
育
を
推
進
し
将
来
を

担
う
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」

を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
に
何
が
必
要

で
あ
る
か
を
念
頭
に
、
よ
り
よ
い
教
育

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

質
問

　

参
加
者
の
固
定
化
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
機
会
を
も
っ

て
ほ
し
い
。
昨
年
の
人
権
問
題
学
習
会

に
は
、
多
く
の
方
に
学
び
の
場
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
歩
み
を
止
め

な
い
た
め
に
も
、
多
く
の
方
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。

質
問

　

啓
発
や
教
育
推
進
の
場
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

町
の
た
め
に
動
い
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ま
に
敬
意
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
な
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
限

り
参
加
し
て
い
き
た
い
。
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質
問

①
本
町
が
戦
争
の
惨
禍
を
後
世
に
伝
え
平

和
を
希
求
す
る
こ
と
へ
の
基
本
的
な
認
識

を
問
う
。

②
悲
惨
な
戦
争
体
験
者
を
「
語
り
べ
」
と

し
て
学
校
及
び
社
会
教
育
の
一
環
に
取
り

い
れ
て
は
ど
う
か
を
問
う
。

③
毎
年
夏
期
に
行
わ
れ
る
原
爆
被
災
の
パ

ネ
ル
展
の
児
童
・
生
徒
の
見
学
実
施
を
取

り
い
れ
て
は
ど
う
か
を
問
う
。

答
弁　

矢
部
町
長

①
本
年
で
終
戦
か
ら
81
年
が
経
過
し
た
。

　

私
の
祖
父
も
広
島
で
被
爆
し
て
い
る
。

戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
、
平

和
で
豊
か
な
社
会
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
自
治
体
の
責
務
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

答
弁　

野
田
教
育
長

①
私
の
祖
父
も
ビ
ル
マ
の
南
方
戦
線
を
生

き
抜
い
て
帰
っ
て
き
た
。
戦
争
体
験
や
歴

史
を
風
化
さ
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
知
ら
な
い

世
代
へ
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認

平和教育

基
本
的
な
認
識
は

町
　
長
／�

惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い

教
育
長
／�
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る

識
し
て
い
る
。

②
一
部
の
小
学
校
で
は
実
体
験
の
声
を

聞
く
平
和
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　

学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
取
り
入
れ
る

の
が
一
番
行
い
や
す
い
と
考
え
て
い

る
。

③
開
催
時
期
が
夏
期
休
業
中
で
あ
り
事

業
で
の
見
学
は
難
し
い
。
例
え
ば
、
夏

期
児
童
ク
ラ
ブ
の
事
業
の
一
環
で
企
画

す
る
こ
と
は
検
討
で
き
る
。

川西　聡 議員

質
問

　

女
性
の
支
援
は
、
男
女
共
同
参
画
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

子
ど
も
、
若
者
や
生
活
困
窮
等
の
福
祉

や
保
健
の
領
域
を
含
め
た
幅
広
い
支
援

を
包
括
的
に
提
供
す
る
体
制
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
。
主
体
は
行
政
と
し
て
設

置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

昨
年
、
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
以

外
（
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
相
談
）

が
５
件
だ
っ
た
。
正
規
職
員
雇
用
は
財

政
的
に
厳
し
い
。

　

本
町
は
民
間
の
事
業
者
と
連
携
し
な

が
ら
制
度
の
確
立
を
考
え
る
。

質
問

　

表
に
は
出
ず
に
裏
で
埋
も
れ
る
人
権

侵
害
を
な
く
す
こ
と
も
こ
の
問
題
の
一

環
で
は
な
い
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

そ
の
視
点
を
持
ち
取
組
を
行
う
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

学
校
給
食
の
無
償
化
（
中
学
校
）

質
問

　

本
町
に
は
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
の
施

行
か
ら
２
年
が
経
過
す
る
中
で
、
Ｄ
Ｖ

に
直
面
す
る
女
性
に
対
す
る
女
性
相
談

員
の
配
置
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

同
法
で
は
市
町
村
は
努
力
義
務
だ

が
、
県
内
で
も
男
女
共
同
参
画
の
取
組

が
ト
ッ
プ
の
本
町
が
先
進
的
に
施
策
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

近
年
、
全
国
的
に
Ｄ
Ｖ
や
生
活
困
窮
、

孤
立
等
で
女
性
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑

化
、
多
様
化
し
て
い
る
。
早
期
発
見
、

早
期
対
応
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て

い
る
の
で
体
制
の
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

地
域
で
の
民
間
団
体
の
活
動
状
況
や

専
門
性
を
十
分
に
把
握
し
委
託
や
補
助

等
の
活
用
も
含
め
、
財
政
負
担
の
軽
減

と
支
援
の
質
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
。

DV対策

女
性
相
談
支
援
員
の
配
置
を

町
長
／�

民
間
団
体
の
活
用
を
検
討

戦没者慰霊碑（安井宿）
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質
問

　

本
町
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
推
進
事

業
と
し
て
、
主
に
農
業
分
野
に
お
い
て

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
町
長
に

伺
う
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

令
和
７
年
10
月
に
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
行
い
有
機
農
業
の

推
進
を
行
っ
て
い
る
。
有
機
農
業
は
、

化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
抑
え
、
土

壌
の
二
酸
化
炭
素
の
貯
留
を
高
め
る
た

め
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
と
吸
収

源
の
効
果
を
両
立
さ
せ
る
「
脱
炭
素
型

農
業
」
の
柱
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後

も
有
機
農
業
を
推
進
し
て
い
く
つ
も
り

だ
。

質
問

　

果
樹
の
剪
定
枝
を
炭
化
し
て
土
壌
に

埋
め
る
こ
と
で
有
機
農
業
を
推
し
進
め

る
実
証
実
験
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

町
長
と
し
て
の
こ
の
実
証
実
験
に
対
す

る
所
見
を
伺
う
。

脱炭素社会
推進事業

農
業
分
野
で

何
か
で
き
な
い
か

町
長
／�

今
後
も
有
機
農
業
を�

推
進
し
て
い
く答

弁　

矢
部
町
長

　

現
在
、
柿
に
つ
い
て
は
、
市
谷
の
圃

場
、
日
下
部
の
圃
場
で
鳥
大
の
教
授
の

協
力
を
得
て
研
究
中
で
、
効
果
が
あ
れ

ば
、
町
と
し
て
も
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い

き
た
い
。

質
問

　

猛
暑
が
原
因
の
熱
中
症
に
対
す
る
町

と
し
て
の
防
止
策
は
な
い
か
町
長
に
伺

う
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

町
民
一
般
の
熱
中
症
に
対
す
る
防
止
策

と
し
て
、「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
の
推
進
で

21
箇
所
の
ク
ー
ル
・
ス
ポ
ッ
ト
等
を
住
民

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
町
内
９

箇
所
に
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し

て
水
分
補
給
体
制
を
整
え
、
ま
た
、
独

り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
時
の
声
掛

け
、
関
係
機
関
と
の
連
携
と
地
域
で
の
見

守
り
に
努
め
て
い
る
。
昨
年
は
猛
暑
に
も

拘
わ
ら
ず
、
熱
中
症
が
原
因
の
緊
急
搬

送
者
数
は
24
名
か
ら
15
名
に
減
少
し
た
。 田中　俊光 議員

郡家駅北側から駅をみた風景

答
弁　

矢
部
町
長

　

20
年
後
あ
る
べ
き
姿
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
20
年
後
に
計
画
に
取
り
掛

か
る
も
の
で
は
な
い
。

質
問

　

郡
家
駅
周
辺
の
立
地
適
正
化
に
と
も

な
う
再
編
整
備
に
つ
い
て
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

答
弁　

矢
部
町
長

　

令
和
６
年
３
月
に
、
郡
家
駅
前
活
性

化
検
討
委
員
会
の
報
告
が
あ
り
、
空
き

店
舗
の
利
活
用
に
焦
点
を
当
て
て
持
続

可
能
性
、
実
現
可
能
性
等
検
討
さ
れ
、

駅
の
南
北
を
結
ぶ
跨
線
橋
の
建
設
を
希

望
者
が
多
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

　

八
東
、
船
岡
、
郡
家
の
三
地
区
を
拠

点
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
密
度
を

維
持
し
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
だ
。

質
問

　

お
お
む
ね
20
年
先
を
見
据
え
た
計
画

の
策
定
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
工
事
等

は
20
年
後
に
な
る
の
で
は
。

郡家駅周辺の
再編整備

工
事
等
は
20
年
後
に
な
る
の
で
は

町
長
／�

20
年
後
に
計
画
に
と
り
か
か
る�

も
の
で
は
な
い
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て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※�

レ
ス
パ
イ
ト
支
援
と
は
、
介
護
や
育

児
を
行
う
ご
家
族
の
身
体
的
・
精
神

的
な
負
担
を
軽
減
し
、
休
息
を
と
る

た
め
に
一
時
的
に
ケ
ア
を
代
替
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

質
問

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
問
う
。

①
総
合
計
画
の
中
で
地
域
共
生
社
会
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

②
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
地
域
で
孤
立

し
な
い
た
め
の
地
域
と
の
つ
な
が
り

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

③
障
が
い
者
理
解
促
進
の
た
め
、
学
校
・

地
域
・
事
業
所
と
の
連
携
は
。

答
弁　
矢
部
町
長

①
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
平
等
に
暮
ら

せ
る
社
会
と
、
社
会
的
排
除
、
孤
立
を

克
服
し
、
社
会
的
包
摂
の
実
現
を
目
指

す
。

②
誰
も
が
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
参
加
し
、
共
に
楽
し
め
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
社
会
交
流
を
進
め
て

い
く
。「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
普
及

に
取
り
組
む
。

③
保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
育
ち
の

場
で
の
支
援
に
協
力
し
、
障
が
い
児
の

障がい者
理解促進

地
域
共
生
社
会
の
実
現
は

町
　
長
／�

社
会
的
包
摂
の�

実
現
を
目
指
す地

域
社
会
へ
の
参
画
推
進
を
図
る
。

質
問

　

保
護
者
・
家
族
支
援
を
問
う
。

①
障
が
い
児
・
者
を
支
え
る
家
族
の
負

担
や
支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

②
レ
ス
パ
イ
ト
支
援
の
充
実
を
進
め
る

に
は
。

③
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
た
住
ま
い
・

生
活
支
援
の
現
状
は
。

答
弁　
矢
部
町
長

①
医
療
費
助
成
な
ど
の
負
担
軽
減
制
度

や
短
期
入
所
、
日
中
一
時
支
援
、
移
動

支
援
な
ど
の
各
種
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。　

②
支
援
事
業
所
と
協
力
し
な
が
ら
、
日

中
一
時
支
援
や
短
期
入
所
と
い
っ
た
家

族
の
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

③
様
々
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
提
供
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
令
和
２

年
度
か
ら
、
１
市
３
町
、
鳥
取
市
、
八 中原　幸恵 議員

福祉課がある郡家保健センター

頭
町
、
若
桜
町
、
岩
美
町
で
鳥
取
県
東

部
の
社
会
福
祉
法
人
に
、
地
域
生
活
支

援
拠
点
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
委

託
し
て
い
る
。

質
問

　

発
達
障
害
、
早
期
支
援
を
問
う

①
発
達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
の
早
期

発
見
、
早
期
支
援
体
制
は
。

②
保
育
、
教
育
、
福
祉
の
連
携
体
制
は

十
分
か
。

③
保
護
者
が
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く

り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
弁　
矢
部
町
長

①
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
健
康
診
査
を

今
年
度
、
１
歳
６
か
月
児
、
３
歳
児
、

５
歳
児
合
わ
せ
て
年
間
19
回
実
施
予
定
。

専
門
職
を
配
置
し
、
発
達
を
確
認
す
る

診
察
や
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と

で
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
く
。
早

期
支
援
体
制
は
、
お
子
さ
ん
の
個
性
を

尊
重
し
な
が
ら
、
発
達
段
階
に
合
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

②
本
町
に
お
け
る
連
携
体
制
は
十
分
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
発
達
特
性
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
支
援
に
関
わ
る
関
係
機

関
の
連
携
を
強
化
し
、
お
子
さ
ん
と
保

護
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

③
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
、
保
護
者

の
困
り
ご
と
や
不
安
に
寄
り
添
っ
た
相

談
体
制
と
な
る
よ
う
、
役
場
内
を
あ
げ
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新
町
長
、
新
副
町
長
、
新
教

育
長
そ
し
て
新
た
な
議
員
を

迎
え
、
八
頭
町
の
新
体
制
が
本

格
的
に
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
第
一
歩
と
な
る
定
例
会

は
新
鮮
な
緊
張
感
と
こ
れ
か

ら
の
町
づ
く
り
に
対
す
る
熱

意
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
頭
町
が
直
面
す
る
課
題

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
新
体

制
の
も
と
議
会
で
は
住
民
皆

様
の
声
を
丁
寧
に
く
み
取
っ

た
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
議
論
の
要
点
を
皆

様
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。「
議
会
だ

よ
り
」
が
皆
様
と
町
政
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
や
ご
意
見

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
記
：
瀬
村　

巧
）

編
集
後
記

議会の傍聴は船岡庁舎３階で行っています。ぜひ傍聴においでください。

また、本会議はケーブルテレビで生中継もしています。
さらに、定例会の本会議はユーチューブ配信もしています。

議会、議会だよりに関するご意見、ご要望をお寄せください。
TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会
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	 石田百井　区長　大野　正 さん　
これまでの経過
　石田百井部落では、以前毎年３月の最終日曜に春祭りとして麒麟獅子舞を行っていました。青年団
が中心となり、２月の中旬から約１か月半の練習をし、前日には宵宮として落磐神社で奉納と獅子舞
を行い、当日は公民館を出発し部落内の道中２箇所のお宮、各家を一軒ずつ獅子舞を披露しながら食
べて飲んでのそれは一日がかりの部落でも、とても大きな行事の一つでした。
復活に向けて
　しかしながら、活動の中心の青年団も年齢を重ね、人数不足による苦渋の決断の中で令和２年に青
年団を解散し、麒麟獅子を部落へ返納いたしました。
　そこからの期間はコロナ禍も重なり部落内でも、その他の行事も思うように出来ない年もありまし
たが、ようやく以前のように年間行事も滞りなく行えるようになり、昨年の総会で「麒麟獅子舞を復
活させたい」との声があがり、その声に賛同した年代の枠を超えたメンバーが集結し、新たに「石田
百井麒麟獅子舞保存会」を立ち上げました。
祭りの当日を迎えて
　６年ぶりの麒麟獅子舞の復活という事もあり、以前のように各家を回る事はしていませんが、前日
の宵宮での落磐神社、当日の公民館と部落内の２箇所のお宮の合計４箇所での獅子舞の披露という事
で、各自が当時を思い出しながら練習を重ね当日
を迎えました。
　復活を耳にされた企業の方の取材など、当日の
公民館では子どもからお年寄りまで本当に沢山の
方に６年ぶりの獅子舞を見に来て頂き、歓声に拍
手、そして子どもたちの大きな泣き声が響き渡り
ました。
これからの想い
　私は、青年団解散時のメンバーとして、今回は
保存会のメンバーとして参加させてもらい、改め
て石田百井部落にとっての麒麟獅子舞の存在の大
きさを体感する事ができました。今後も可能な限
り、この伝統が続いて行く事を願っています。

石田百井　麒麟獅子舞、６年ぶりの奉納と再興石田百井　麒麟獅子舞、６年ぶりの奉納と再興

▲�石田百井麒麟獅子舞保存会（前列左が大野さん）
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※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。


